
【
特
集
】

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

岐
大
が
創
る
、

人
と
自
然
が
共
存
す
る
未
来

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」
あ
る
い
は
「
持
続
可
能
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
1
9
9
2
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た

「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
を
契
機
と
し
て
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、

そ
し
て
希
少
生
物
の
保
護
に
つ
い
て
、世
界
各
国
の
人
た
ち
が
議
論
し
ま
し
た
。

日
本
の
国
会
議
員
は
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
宇
宙
船
地
球
号
の
船
体
に
支
障
が
出
始
め
た
、
こ
の
ま
ま
で
は

地
球
人
全
員
死
滅
だ
」
と
い
う
危
機
意
識
か
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
、

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
概
念
が
共
通
認
識
と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
炭
酸
ガ
ス
排
出
抑
制
、
炭
素
税
と
い
う
考
え
方
が
出
さ
れ
、

「
京
都
サ
ミ
ッ
ト
」「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、

ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
各
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
て

地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
女
史
は
、

「
M
O
T
T
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
日
本
語
の
一
言
に
環
境
保
護
の
精
神
が

す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岐
阜
大
学
で
は
、
創
立
以
来
、
環
境
に
関
す
る
学
問
を
学
生
と
と
も
に
研
究
し
、

社
会
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
21
年
に
は
「
環
境
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、

環
境
に
関
連
し
た
教
育
研
究
活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て

地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
我
々
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
、

自
然
環
境
や
地
域
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
と
、

大
学
が
担
う
役
割
を
改
め
て
確
認
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

T
E
X
T
：
研
究
推
進
・
社
会
連
携
機
構 

副
機
構
長
／
学
長
補
佐　

高
見
澤 

一
裕

「最先端研究」×「暮らし」＝「持続可能な未来」
一、【世界に誇る研究】

あなたの環境マインドを教えてください
三、【サークル活動】

地球が教えてくれること
二、【自然観察・縞々学】

岐阜大学教育学部 理科教育講座（地学） 教授／川上紳一

地中と外気の温度差を活用する
省エネの空調システム
岐阜大学工学部 社会基盤工学科 准教授／大谷具幸

×
地
中
熱
利
用

冷 暖 房

新しい農薬や医薬の発明に
役立つ薬理作用を解明
岐阜大学教育学部 理科教育講座（化学） 特任教授／利部伸三

×
農
薬
の
合
成

基 礎 研 究

岐阜独自の
観葉植物の新品種を開発
岐阜大学応用生物科学部 園芸学研究室 教授／福井博一

×
倍
数
性
の
技
術

ス パ テ ィ フ ィ ラ ム

世界初の圧縮成形加工が
木材の可能性を広げる
岐阜大学応用生物科学部
環境分子科学 バイオマス変換学研究室 教授／棚橋光彦

×
圧
縮
成
形
加
工

家 具
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